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- 1774.1 m2 (mean ± S.D. = 578.1 ± 127.7 m2)であった。さらにABC法による免疫染色により以下のこ
とが明らかとなった。① ヒト中頚神経節では多くの神経細胞がDBH(92.1%), TH(59.3%), NPY (71.9%)を発現
していたが、VIPを含む神経細胞は比較的まれであった(19.3%)。② これらの物質は上頚神経節及び星状神経
節においても中頚神経節と同様の分布を示していた。③ 中頚神経節、上頚神経節及び星状神経節における一
部の神経細胞の周囲にはVIPを含む神経終末様の構造が確認された。 
以上の結果から、ヒト中頚神経節における交感神経節後ニューロンでは、他の頚部の交感神経節と同様に
catecholamineやNPY、VIPを神経伝達物質、或いは調節物質として利用していると考えられた。またVIPが交
感神経節前神経細胞に含まれ、頚部交感神経節の節後神経細胞にシナプスを形成し、中枢からのシグナル伝達
に関与している可能性も示唆された。 
 
